
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師
80％以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図
る。 A

・まだ、マイプランの成果指標の達成状況を
把握していないため、具体的な達成度はわか
らない。小中合同の校内研修会では、研究授
業のまとめを行うことができ、先生一人一人
の授業改善に役立てることができた。

A

・県調査では基準に達していない教科があ
り、努力が必要だが、小中合同の校内研究な
ど授業改善に取り組んでいることは成果が出
ていると思われる。

○「自ら学び、確かな学力を身に付けた
生徒」を育成する授業実践

○「授業が楽しい」と思える生徒が80％
以上、課題に進んで取り組む生徒80％
以上
○家庭学習や課題の提出率が90％以
上

・小中合同校内研修会で、授業改善に
おける共通理解を図り、全職員で実行
する。
・授業研究会を通して、主体的に楽しく
学べる授業づくりについて研究をすすめ
る。

A

・｢授業が楽しい｣と思える生徒は、７年生
94%、８年生87%、９年生98%、目標を達成する
ことができた。また、自主的に課題に取り組
むについては７年生88%、８年生81%、９年生
92%と、どの学年も目標を達成することができ
た。
・家庭学習や課題の提出率については、７年
生85%、８年生95%、９年生92%と、ほぼ達成す
ることができた。

A

・授業が楽しいと思う生徒が多いのは先生方
の努力のたまものである。今後も期待してい
る。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○QＵ調査[学級満足群]の増加、[要支
援群]の減少
○行事の感想で、自分を大切にし他者
を思いやる心を表現できる生徒の増加
○ネットリテラシーの向上を図り、ネット
いじめゼロとネットトラブルゼロ

・道徳・学活の計画的な実施と充実（行
事等で生徒に出番・役割を与え、承認
場面を設定する。)
・人権集会やいじめ・いのちを考える日
など開催する。
・ひまわり講座の実施

A

・道徳や学活の時間の計画的な運用により思い
やりの心を育てる教育、グループエンカウンター
の実施により他者理解、自己肯定感の高揚を
目指した。
・大きな行事に対しては、生徒たちの自主性を
重んじる運営を行い活躍の場の保障を行った。

A

・ストレスの多い現代において、思いやりや正
義感などは大人になっても難しい課題と言え
る。日々の教育実践や体験活動等を通して
心の豊かさを大事に育てていただきたい。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○各学年いじめ発生の未然防止と継続
指導により未解消ゼロに

・いじめ・いのちの日の取組
・毎月の「心のアンケート」の実施
・定期教育相談の計画的な実施、随時
相談の実施

A
・毎月の「心のアンケート」により、生徒の状態が把握で
き、組織的対応がよりスムーズに的確にできた。
・いじめ・いのちの日のお話、生徒人権集会などの取り
組みで、生徒・職員ともにいじめ・いのちに対する意識
が高まり、いじめが確実に減った。

A
・友人関係がうまくいかず不登校になった子も
いると聞く。今後も小まめにアンケート等を実
施し、子どもたちの心の変化をキャッチして対
応をお願いしたい。

◎小中一貫教育の推進、地域連携の推
進

◎生徒指導の４項目の共通実践および
QU/NRT調査結果を小中で共有する。
○職員の共通理解を図り、地域行事へ
の参加率を向上させる。

・小中合同の会議を行い、共通理解を
図り共通実践する。
・地域行事については、行事予定に明
記し協力体制が取れるようにする。 A

・児童生徒は小中合同ボランティアやようこそ先輩
等の行事で、また職員は校内研を中心に交流がで
きた。さらに小学部職員の欠員で中学部より教科
応援をすることになり、情報共有が密になった。
・まだコロナの影響で地域連携がうまくできない状
況ではあるが、ICTの利活用も工夫しながら、地域
ともつながっていきたいと考えている。

A

・地域が何か協力できることがあるのではな
いかと思っている。今後も学校と地域との連
携を図り協力していきたい。

●健康・体つくり

●「運動習慣の改善や定着化」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」
●「安全に関する資質・能力の育成」

●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒８
０％以上
●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒８０％以上
●交通安全教室や防犯教室での講話を
自分事として捉え、避難訓練を通して命
を守る行動について理解できた生徒が
８０％以上

・規則正しい生活（食事）、適度な運動
習慣をが身につくように、保健体育の授
業を中心に学活や道徳、家庭科等複数
の教科で指導する。
・交通安全教室等を実施し、安全意識
の向上を図る。 A

・部活動の適正な運営を行い、健康増進に努
めるとともに、それが規律ある学校生活の一
助となるよう支援を行った。部活動の充実ぶ
りは中体連大会の結果等に反映された。
・食育や交通安全指導の充実を図ることで、
健康で安全な学校生活に寄与するよう努め
た。
・学校安全保健委員会の開催により外部機
関からの助言をを参考に生徒の健康増進に
努めた。

A

・育ち盛りの中学生にとって運動・食事・安全
は一番大事であると思う。家庭・地域も連携し
て、しっかり保障していきたい。
・学校主体からから地域へ遷移して行く段階
だが、部活動等のスポーツを通して健全育成
に繋がるよう今後も継続して欲しい。

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・出退勤端末の入力の徹底し、各自が
自分自身の時間外勤務の実態を把握
し、働き方の改善を意識する。 A

・出退勤時に記録する職員が増えてきた。記
録することで「自分自身の働き方を見直す」こ
とに繋がってきており、少しずつだが、時間外
の縮減に繋がってきた。

A
・全職員で協力して健康増進に努めて欲し
い。一方、業務の効率化によって、生徒のた
めに割く時間がなくなる事態は好ましいことで
はないように思う。

○コンプライアンスの意識の向上 ○本校職員の関わる事件・事故の発生
をゼロにする。

・職員会議毎に「ゼロの日」の実践を継
続する。講師を招き、服務に関する研修
会を開催する。 A

・ゼロの日を活用し、校長が作成した「服務
チェックシート」を全職員に配布し、コンプライア
ンスの意識付けを行った。多くの職員が自らの
職責の重さを自覚した行動ができている。

A
・日々の積み重ねが大事です。一つのミスは
それを取り返すために多くの労力を要しま
す。生徒のお手本としてしっかりお願いした
い。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育体制の充
実

○一人一人の能力や目標に応じた進路
保障を念頭に置き、支援計画や指導計
画の作成をする。（職員の共通理解・共
通実践と保護者との連携）

○生徒の自立を見据え、保護者と日頃
の学校生活や家庭での生活等につい
て、連絡を密にとり、今後の進路や目標
に対しての積極的な意見交換や支援を
行う。

・全職員の共通理解のもと、校内体制づ
くりを行う。そのため、特別支援教育に
関する職員研修会等を開催する。
・保護者と定期的な連絡を取り合う。

A

・職員研修を通して特別支援教育の研鑽を深め
ると同時に、生徒たちの困り感やニーズに対応
するために保護者や小学校との連携を深めるよ
う努力した。その他本年度の課題をを洗い出
し、次年度体制への準備の一助とした。

A

・今後も生徒、保護者の思いに寄り添った対
応をお願いします。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

重点取組
具体的取組

最終評価

・小中一貫校として、合同の職員会議や研修会等を行い、児童生徒理解や授業改善を図っている。次年度も小中お互いに研究授業を行うなど、指導方法改善を図り、家庭学習の習慣化と内容の充実を図る指導を継続していく。
・小中連携をさらに充実させ、義務教育最終年度の目指す生徒像を共有し、９年間を見通した児童生徒の育成を図っていく。また、様々な交流活動や地域学習を通して９年間で地域や母校への愛着・自尊心を育んでいく。
・全体的には落ち着いた学校生活を送っているが、「挨拶」に課題があり、次年度も家庭や地域と課題を共有し、連携しながら改善を図っていく。
・学校行事をはじめとして、様々な活動を通して、生徒一人ひとりの自己肯定感を育んでいく。
・教職員の不祥事防止はもとより、業務改善を図り、教職員の資質向上に継続して努めていく。

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

最終評価

　「見賢思斉」の精神で、たくましく未来を切り拓く児童生徒の育成　～小中一貫教育の推進を通して～

①　学力の向上（校内研究の充実と授業改善）　　　　②　生徒指導の充実（生徒理解と開発的生徒指導）

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立思斉中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

○小中一貫校として、合同の職員会議や研修会等を行い、生徒理解や授業改善を図っている。それが、県調査や学校評価アンケート等に良好な結果として表れている。次年度も本年同様、授業改善はもとより、小中とも課題となっている家庭学習の習慣化と内容の充実を図る指導を継続してい

きたい。

○生活面では、全体的に落ち着いた学校生活を送れており、「立ち止まって挨拶」ができる生徒が増えている。次年度もコロナ禍の状況が続くと考えられるが、やり方を工夫しながら家庭・地域との連携を継続して図っていきたい。

○生徒が主体的に活動する場として、縦割り班によるボランティア活動や授業等におけるグループ活動を意図的に設定し、協働的な指導・支援を行う中で、生徒一人一人の自己肯定感を育んでいく。

○教職員の不祥事防止はもとより、授業力向上やいじめ防止、個別の支援等に係る教職員の資質向上のために、校内研修の充実に努めていく。

○次年度は小中一貫校思斉館開校から１３年目を迎え、第２ステージの４年目に入る。第２ステージを見通す学校経営のビジョンを職員・保護者・地域と共有し、実践を進めて行く。


